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ドル/円（日足）

出所：楽天MT4・石原順インディケーター
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ドル/円相場は次のトレンド待ち
日銀は10年物国債利回りが0.25％を超えないようにするため、国債を爆買いしなけ
ればならない。この金融操縦（人為的な価格操作）の副作用として、日本円の価値
の下落が続いている。

足元のドル/円相場は投機筋の円売りポジションが溜まりすぎたため、足踏み状態に
ある。下のチャートの標準偏差ボラティリティ（水色のライン）とADX（黄色のラ
イン）はピークアウトして下落中であり、現在は典型的な調整相場となっている。

相場に方向性が出てくると、標準偏差ボラティリティとADX（アベレージ・ディク
ショナル・インデックス）が上昇する。標準偏差ボラティリティとADXが低い位置
から上昇する場合は、相場が保ち合いを離れ、強い方向性をもつシグナルとなる。

一方、標準偏差ボラティリティとADXがピークアウト(天井をつけ下落)すると、ト
レンド期とはやや逆方向にバイアスがかかった「横ばいレンジ内での乱高下相場」
となりやすい。

現在のドル/円相場は、次のトレンド待ちの状況だ。
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「公的債務の一部の恒久的マネタイゼーションは
実行可能ではあるが危険もはらむため、規律を守
ることが重要だ。適切なマネタイゼーションの実
行は技術的には十分可能だが、政治的リスクが大
きい。一度タブーが破られると、政府が乱用する
恐れがある」（2016年6月7日 日経新聞）と、そ
の危険性指摘している。

日本でも1930年代の高橋財政の繰り返しになると
懸念されている。いったん、財政規律を破ると、
元には戻れないからだ。

日本の1,220兆円の借金を減らしていくにはGDP 
2％成長を30年複利で続けていくか、インフレで
借金の実質価値を下げていくかの2つしかない。

少子高齢化の日本で債務残高の増加は厳しい事態
を招く。将来、通貨のリセットで現金（円）が大
幅に劣化する可能性もゼロではない。

出所：Twitter・日経新聞
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ユーロ/ドル（日足）

出所：楽天MT4・石原順インディケーター
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出所：Twitter



6出所：Twitter
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ポンド/ドル（日足）

出所：楽天MT4・石原順インディケーター
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出所：Twitter



ナスダック100CFD（日足）

9出所：楽天MT4・石原順インディケーター
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出所：Twitter
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S＆P500指数と米連銀・ECB・日銀の総資産

2008年のリーマン危機で金融資本主義
が崩壊した後は、国家管理相場という中央
銀行バブルを作ることでバブルは延命してき
たが、それは米欧日がQE（量的緩和）に
よって資金を注入し続けたからである。

すべての市場の下落は、米連銀のバラ
ンスシートの縮小または一時停止と一致
しているように見える。何百万人もの投
資家の判断によって動かされているはず
の市場が、毎月同じことを繰り返している
のは市場ではない。それは実行中のプロ
グラムであり、軌道上を走るだけだ。

出所：ゼロヘッジ
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FRBの量的引き締めのスケジュール

出所：ロイターグラフィック
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出所：Twitter
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インフレ調整後のS&P 500指数の指数関数的な成長傾向からの偏差
平均回帰が怖い

出所：リアルインヴェストメントアドバイス



「投機量指数」（GDPに対する証拠金債務）

15出所：FelderReport
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出所：Twitter



17出所：Twitter
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出所：Twitter
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出所：Twitter
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出所：Twitter
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出所：Twitter
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